
ま
さ
に
価
格
に
見
合
っ
た

高
度
な
デ
ザ
イ
ン
と
技
術

ド
イ
ツ
の
名
門
ス
ピ
ー
カ
ー
ブ
ラ
ン

ド
、
ク
ア
ド
ラ
ル
か
ら〝
Ａ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｍ
９

シ
リ
ー
ズ
〞が
登
場
し
た
。
そ
の
中
で
も

特
に
注
目
し
て
い
る
モ
デ
ル
は
「
Ｔ
Ｉ

Ｔ
Ａ
Ｎ
９
」「
Ｖ
Ｕ
Ｌ
Ｋ
Ａ
Ｎ
９
」「
Ｍ

Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｎ
９
」
だ
。
私
は
ず
っ
と
こ

の
ブ
ラ
ン
ド
の
ス
ピ
ー
カ
ー
に
興
味
を

抱
い
て
き
た
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
私
の

好
み
の
音
で
あ
り
、
ピ
ア
ノ
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
と
ア
ル
ミ
・
ユ

ニ
ッ
ト
の
シ
ル
バ
ー
が
、
ド
イ
ツ
製
ら

し
い
精
密
感
と
絶
妙
な
豪
華
さ
を
醸
し

出
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
高
級
車
の
質

感
を
憶
え
る
の
だ
。
と
り
わ
け
、「
Ｔ
Ｉ

Ｔ
Ａ
Ｎ
９
」
と
「
Ｖ
Ｕ
Ｌ
Ｋ
Ａ
Ｎ
９
」

が
好
き
で
あ
る
が
、
サ
イ
ズ
を
考
え
る

と
後
者
の
方
が
、
一
般
家
庭
で
使
い
や

す
い
サ
イ
ズ
で
は
な
い
か
と
思
う
。

そ
の
大
き
な
特
徴
は
高
域
ユ
ニ
ッ
ト

に
、
同
ブ
ラ
ン
ド
の
お
家
芸
の
リ
ボ
ン

型
ト
ゥ
イ
ー
タ
ー
を
搭
載
し
て
い
る
こ

と
だ
。
第
９
世
代
に
な
っ
て
新
設
計
さ

れ
た
リ
ボ
ン
型
ト
ゥ
イ
ー
タ
ー（
ｑ
ｕ
Ｓ

Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
）は
、
垂
直
方
向
を
短
く
、
水

平
方
向
の
幅
を
広
げ
、
楽
器
や
声
の
質

感
を
向
上
さ
せ
、
同
時
に
奥
行
き
感
の

あ
る
空
間
再
現
力
を
実
現
し
た
そ
う
で

あ
る
。

こ
の
上
下
に
リ
ボ
ン
型
ト
ゥ
イ
ー
タ

ー
の
特
性
と
音
色
を
ベ
ス
ト
マ
ッ
チ
さ

せ
た
ア
ル
ミ
振
動
板
の
中
域
ユ
ニ
ッ
ト

（
１
５
５
㎜
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ａ
）を
配
置
し

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
中
高
域
で
バ

ー
テ
ィ
カ
ル
・
ツ
イ
ン
構
成（
仮
想
同
軸

構
成
）が
な
さ
れ
、
空
間
の
リ
ア
リ
テ
ィ

を
高
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ダ

ブ
ル
・
ウ
ー
フ
ァ
ー
も
最
新
の
ア
ル
ミ

製
ユ
ニ
ッ
ト
だ（
２
３
５
㎜
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ｉ

Ｍ
Ａ
）。

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
・
バ
ッ
フ
ル
の
奥
に
、

ウ
ー
フ
ァ
ー
が
オ
フ
セ
ッ
ト
配
置
さ
れ

て
い
る
理
由
は
、
ウ
ー
フ
ァ
ー
の
振
動

板
が
前
面
に
放
出
す
る
音
圧（
リ
ス
ナ
ー

方
向
の
音
圧
）と
振
動
板
背
後
の
音
圧

（
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
内
部
方
向
の
音
圧
）を

う
ま
く
、
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
、
振
動
歪
を

低
減
し
、
透
明
度
が
高
く
、
深
い
低
音

を
実
現
さ
せ
る
た
め
だ
。
バ
ス
レ
フ
ポ

ー
ト
は
、
ダ
ブ
ル
・
ウ
ー
フ
ァ
ー
の
中

間
に
配
置
さ
れ
、
デ
ザ
イ
ン
性
も
考
慮

し
、
外
観
か
ら
見
え
に
く
く
し
て
い
る

よ
う
だ
。

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
長
楕
円
形
の
開
口

部
に
は
、
ラ
バ
ー
製
ス
ト
リ
ン
グ
ス
が

縦
に
張
ら
れ
て
い
て
、
エ
レ
ガ
ン
ト
さ

を
表
現
し
て
い
る
こ
と
に
も
、
私
は
感

激
し
て
し
ま
う
。
実
に
ニ
ク
イ
、
セ
ン

ス
だ
。
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
内
部
も
、
中
高

域
ユ
ニ
ッ
ト
が
、
ウ
ー
フ
ァ
ー
の
背
圧

を
受
け
な
い
よ
う
に
区
分
さ
れ
、
吸
音

材
を
最
適
使
用
し
て
い
る
。
音
質
の
コ

ア
と
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
回
路
で
は
、

高
音
質
コ
イ
ル
や
キ
ャ
パ
シ
タ
ー
が
使

わ
れ
、
ウ
ー
フ
ァ
ー
の
レ
ベ
ル
を
⊕
２

㏈
、
高
域
と
中
域
ユ
ニ
ッ
ト
の
レ
ベ
ル

を
◯±
２
㏈
可
変
で
き
る
レ
ベ
ル
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
装
備
し
て
い
る
。
ま
さ
に
価

格
に
見
合
っ
た
、
素
晴
ら
し
い
デ
ザ
イ

ン
と
搭
載
技
術
で
あ
る
。

高
域
か
ら
低
域
ま
で
が
統
一

深
い
浸
透
力
の
あ
る
再
現
性

そ
の
音
も
、
実
に
素
晴
ら
し
い
。
ア

ル
ミ
製
振
動
板
に
よ
り
、
高
域
か
ら
低

域
ま
で
の
音
色
が
、
ス
カ
ッ
と
抜
け
る

よ
う
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。
極
め
て
透

明
度
の
高
い
空
間
性
が
再
現
さ
れ
、
そ

の
空
間
に
オ
ケ
、
奏
者
、
歌
い
手
が
、

臨
場
感
た
っ
ぷ
り
で
再
現
さ
れ
る
。
し

か
も
、
奏
者
や
歌
い
手
の
絶
妙
な
演
奏

の
さ
ま
を
高
解
像
度
で
描
い
て
く
れ
る
。

繊
細
さ
や
柔
ら
か
さ
も
よ
く
再
現
し
、

高
域
が
開
放
的
だ
。
こ
れ
は
リ
ボ
ン
型

ト
ゥ
イ
ー
タ
ー
の
絶
大
な
る
効
果
だ
。

中
低
域
の
量
感
に
も
十
分
満
足
し
た
が
、

そ
の
音
圧
感
は
コ
ン
デ
ン
サ
ー
型
ス
ピ

ー
カ
ー
に
繋
が
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
深

く
リ
ニ
ア
に
浸
透
力
を
も
っ
て
再
現
さ

れ
る
。
ド
ラ
イ
ブ
し
や
す
い
ス
ピ
ー
カ

ー
で
あ
る
が
、
私
の
好
み
と
し
て
は
、

ジ
ェ
フ
・
ロ
ゥ
ラ
ン
ド
の
最
新
プ
リ
ア

ン
プ
「
Ｃ
ａ
ｐ
ｒ
ｉ
Ｓ
２
」
と
パ
ワ
ー

ア
ン
プ
「
Ｍ
ｏ
ｄ
ｅ
ｌ
１
２
５
」（
で
き

れ
ば
２
台
ブ
リ
ッ
ジ
）を
使
っ
て
、
洗
練

さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
・
デ
ザ
イ
ン
を
構
築

し
、
長
く
愛
用
し
て
み
た
く
な
る
。
そ

れ
ほ
ど
に
、
ク
ア
ド
ラ
ル
の
ス
ピ
ー
カ

ー
た
ち
は
、
魅
力
的
な
の
で
あ
る
。
聴

い
て
み
よ
う
で
は
な
い
か
。

2018 SUMMER

第9世代へと進化した最新シリーズ
大本命の中核モデルが降臨

quadral

VULKAN 9
スピーカーシステム
¥2,500,000（ペア・税別）

D e t a i l s

新開発のリボントゥイー
ターは従来に比べ、垂
直方向を短くし、水平方
向の幅を拡大。65kHz
までの超低歪な高域を
実現する

ドイツを代表するスピーカーブランドのひとつ
である、クアドラルより同社トップエンド・シリーズにあたる
“AURAM（オーラム）”シリーズの第9世代モデルが登場し
た。新設計ユニット等、大幅な刷新を実現した同シリーズに関
しては、前号にてその最高峰となる「TITAN9」紹介した。そ
して今号ではそのひとつ下の位置付けとなる「VULKAN9」
が登場する。現実的なサイズ感の中に伝統と最新技術を凝
縮させた、大本命ともいえる中核モデルがここに誕生した。

Text by

角田郁雄
Ikuo Tsunoda

Photo by 田代法生

●型式：3ウェイプレッシャーチャンバー型●基本デザイン：バスレフ型●定格入力：
350W●ダイナミックパワー：600W●再生周波数帯域：21Hz～65,000Hz●クロ
スオーバー周波数：220/3,100 Hz●能率（dB/1W/1m）：88dB●インピーダンス：
4Ω●トゥイーター：quadral quSENSEリボン型●ミッドレンジ：155mmφquadral
ALTIMA×2●ウーファー：235 mmφquadral ALTIMA×2●レベルコントロール：ウ
ーファー ＋2dB/ミッドレンジ±2dB/トゥイーター±2dB●サイズ：280W×460D
×1,200H㎜●質量：54.9 kg（1本）●取り扱い：ネットワークジャパン（株）

本機のリア端子部。リスニ
ング環境に応じてレベルコ
ントロールが可能（ウーフ
ァー＝＋2dB、ミッドレンジ
とトゥイーター＝±2dB）

キャビネット内部は各パートを
連携させることで、ダイヤフラ
ム前面と、背面の負荷を完全に
バランスさせることに成功した

新開発ウーファーは
ダストキャップを無く
すことで、繊細さやダ
イナミックな再現力
が大幅に向上。アル
ミダイキャスト製のバ
スケットも新設計


